2010.8.7.
2010（平成22）年度前期DUOリーグ会議議事録
【日　時】　2010（平成22）年7月18日（日）　17：00～19：30

【場　所】　筑波大学附属高校会議室
【出　席】(代表者名)

都小石川（長山）、昭和一（山口）、京華（小金丸）、都向丘（大河内）、筑波大附（中塚）

学習院（玉生）、豊南（坂東）、本郷（岩野）、城西（菊池）、豊島学院（早川）、郁文館（玉生代理）

駒込学園（清水）、巣鴨（山中）、立教池袋（橋本）、獨協（神宮司）、都豊島（山之内）

淑徳巣鴨（石原）、都竹早（蓑田）、日大豊山（亀井）、都文京（梶山）、都足立（安藤）

都江北（玉山）、足立学園（伊藤）、荒川商（蓑輪）、文京区中学生選抜（武藤）、FC西巣鴨03（岸）
【欠　席】三菱養和
【オブザーバー：高校生】クラブ名（参加者名）

筑波大附属（平塚、佐藤、堀井）、豊南（杉本、黒沢、阿部）、城西（中里）、学習院（藤井）、都豊島（金沢）
【オブザーバー：一般】名前（所属）
　末吉（向丘）、馬場（巣鴨）、池上（豊南）、藤原（東京リゾート＆スポーツ専門学校）

佐藤（靴郎堂本店）、浅井（靴郎堂本店）、小沢（靴郎堂本店）、岸（事務局）
【議事録作成者】岸卓巨（事務局長）
Ⅰ．チェアマンより

１．本年度のスローガン「歴史から学ぼう！」について
－JFAnews連載「ユース年代のサッカーはいま！」（1997年6月～1998年3月）を参考に
中　塚：本年度のスローガンは「歴史から学ぼう！」にしました。１０数年やっているといろいろなことがマンネリ化したり、本来の意義が見失われてしまうこともあるんじゃないかと。１つ書き物にしてあるものを皆さんにお配りしています。どういう経緯でＤＵＯリーグが生まれたのかぜひ読んでおいてください。」
（JFAnews連載「ユース年代のサッカーはいま！」ほか資料参照）
２．Tﾘｰｸﾞ、地区ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞ、Eﾘｰｸﾞ、DUOﾘｰｸﾞの今後（玉生事業部長兼地区ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞ運営委員長）
玉　生：６月１５日にＴリーグの運営委員会が開かれました。私は、Ｔリーグの運営委員ではないのですが、その下の地区トップリーグの運営委員長ということで出席しました。１番上のプリンスリーグは来年度から東と西に分けて１部２部の全国リーグとしてやろうと動いています。高円宮杯は今年度でなくなります。来年度からはリーグ戦で完結する形になります。東日本リーグチャンピオンと西日本リーグチャンピオンが高円宮杯をかけた一発勝負をするかもしれないという話も出ていました。ＢチームのＴリーグ参入についてですが、現在はＢチームは地区トップリーグまでしか上がれないことになっていますが、Ｔリーグ運営委員の中ではＴリーグまでＢチームでも上がれるようにしようという意見が出されています。Ｔリーグの総会で参加クラブの同意を得て決定します。ここにもＴリーグに参加されているクラブがあるかと思いますので、ぜひＢチームでもＴリーグに上がれるようにするという意見に賛同いただければと思います。登録の問題など、いろいろと問題も出てくるかと思いますが、その都度解消して、まずはＢチームが上まで上がれる環境をつくれればと思います。これが叶わないとＴ３よりも地区トップリーグの方が強いという歪なリーグ戦ができてしまいますので、よろしくお願いいたします。
　　　　次にＦＣ東京などの強豪クラブがＢチームを出したい時にどこから参戦するかという話ですが、きちんとやれば地区リーグからの参戦になると思いますが、それはお互いに不幸だから、途中から入れるシステムがつくれないかという意見もあります。Ｔリーグの運営委員の方たちは、いきなりＴからというのには懐疑的でした。地区トップリーグから受け入れる心づもりはしています。もしご意見がありましたら私に言ってください。

　　地区トップリーグについては本日配布したパンフレットやホームページでご確認ください。地区トップリーグは今年で３回目ですが順調に運営できているのかなと思います。今までは夏休みいっぱいのところで切っていたのですが、チーム数も増えたので10月いっぱいまでをシーズンにしています。Ｔ３からは地区トップリーグに３チーム落ちてきます。来年度、Ｂチーム受け入れなどでチーム数がもっと脹れ上がった場合も考えなければいけません。2011年度に上から下まで繋がって落ち着いてくるまではいろいろな問題を抱えるリーグになるが、うまく調整できるリーグにしていきたいと思います。
地区トップリーグの運営委員は各地区リーグから代表を出してもらっているので、各地区のことも話し合っています。その１つとして、「各地区最上位リーグ大会要綱指針」というのを配布しました。今までＤＵＯリーグ、リバーサイドリーグについてはＥリーグに当てはまる指針でした。しかし、Ｅリーグがなくなるのでこの指針をＤＵＯリーグでも適用して欲しいということです。ですが、もともとＤＵＯリーグを土台にしてこのようなものをつくっていますので、大きく外れる部分はないと思います。ご覧頂いて意見がありましたらお願いします。
　　地区トップリーグとして、地区リーグ全体の試合結果等が見えるホームページを作ろうという話が出ています。産経新聞やセイムトゥーの方々を巻き込んでいろいろとやってもらっています。この場で皆さんにお伺いしたいのは、このようなホームページが出来た時に、現在ＤＵＯリーグのホームページでやっているような結果入力作業をこちらのホームページでもやっていただく必要が生じます。そのことにＤＵＯリーグの皆さんがご協力いただけるかどうか。できれば来年度からこのホームページを立ち上げようと思っていますので、各地区で同意をいただき次第産経新聞等では協賛者を探す動きに入っていきたいと考えています。ＤＵＯリーグのホームページについてはそのまま残せばいいと思っています。反対の方はいらっしゃいますでしょうか？
中　塚：このホームページを作る意図としては、一つのパッケージにすることで、大口の協賛を得ようと言うことがあるわけですよね。イメージ掴めますか？　ＤＵＯリーグとしては既に独自のホームページを持っていて、自分たちで動かす仕組みでやっているところなので、それプラス新しい仕事が増えるというのは面倒だなというのはあるけど。

玉　生：ＤＵＯは既に独自のホームページがあるから必要ないという方もいらっしゃるかと思いますが、ホームページのない地区リーグにとってはありがたいという意見も出されています。

中　塚：東京都全体で足並みを揃えていこうという活動なので、それに対して足を引っ張る必要はないですよね？

玉　生：メーリングリストで資料を流しますので、意見があれば僕の方までよろしくお願いします。
中　塚：その前にあった各地区最上位リーグ大会要綱指針という話ですが、ＥリーグがなくなるとＤＵＯ１部が地区トップリーグに直結するリーグになって、もし厳密にやるなら今ＤＵＯリーグがもっている特別枠選手の話や自由な交代がＮＯになるわけですよね。だけど、まだ指針なのでリーグごとにどのように解釈するかという余地は残されているわけですよね。これについてはいかがでしょうか。
岩　野：前期・後期の２リーグ制についてはどうなりますか？

玉　生：各地区リーグによって、１リーグ制でやっているところも、２リーグ制でやっているところもあります。そこは各リーグに任されている部分です。
中　塚：何月までに昇降格チームを決めろということは入っていますか？

玉　生：１月までに昇降格のチームが決まっていれば問題ないです。
中　塚：細かな部分は実際に動き出すときに議論していきましょう。
３．岸事務局長からの提案（別紙参照）
提案１「ＤＵＯリーグのマネージャーがいないプロジェクト」
岸　：先ほどの地区トップリーグのホームページの話もＤＵＯリーグマネージャーがいれば、皆さんの作業はこれまでと同じでいいと思います。
亀　井：ＤＵＯリーグマネージャーの仕事量はどのくらいですか？
岸　：集まったマネージャーと、マネージャーがＤＵＯリーグに割ける時間に合わせて調整します。

玉　山：現在の体制では運営がうまくいっていないということですか？
岸　：現在運営がうまくいっていないからＤＵＯリーグマネージャーを募集するという訳ではありません。事務局機能を強化することにより、スキンプロジェクトなど、より遊び心を持った活動に挑戦していくことができます。ＤＵＯリーグのさらなる発展を目指してのマネージャー募集と考えてください。またＤＵＯリーグマネージャーをやることによって地域のスポーツ現場を知る良い機会になります。大学生にとってはこのような活動が就職活動で有利に働くこともあります。
玉　山：ＤＵＯリーグマネージャーに報酬を支払うとの話だったが、学校の規則で生徒にバイトを斡旋するようなことは難しいと思います。

岸　：現在、ＤＵＯリーグでは審判を行った生徒に審判費を渡しています。ＤＵＯリーグマネージャーへの報酬も同様の位置づけで考えていただければと思います。交通費や必要経費をお支払いするイメージです。
中　塚：今日出席している高校生はやってみようと思う？

生　徒：考えてみます。

生　徒：自分のチームでマネージャーをしつつこちらでもマネージャーをするのは難しいと思います
中　塚：既にマネージャーをやっている人にとっては難しいかもしれないですね。ＤＵＯマネージャーはサッカー部の生徒だけでなく他の生徒、一般の大人からも募っていきます。この方向性で進めてよろしいでしょうか。意見がありましたらどんどん出していただき、皆さんの周りでも興味を持っていただけそうな方がいたらぜひ声をかけてみてください。軌道に乗るまでは従来通りの役割分担でいきますので、割り当てられた仕事を責任を持ってやってください。自分に割り当てられた仕事を、サッカー部員以外の高校生に振るのもありかもしれませんね。そういうところから何か始まるかもしれません。ぞれぞれでアクションを起こしてみてください。
⇒承認

提案２「ＤＵＯリーグ事務局の設置」

亀　井：ＤＵＯリーグとして事務局を持つ必要はありますか？　部屋を借りるには費用も掛かると思いますが、それに見合った必要性はあるのでしょうか？
岸　：豊島区で調べたところ年間3,000円で共有のミーティングスペースと共有のデスク、占有のロッカーとメールボックスを利用できる豊島区区民活動センターというものがありました。共有のためいつでも使えるという訳ではないですが、現在利用団体を40団体募集しているのに対して20団体弱しか集まっていないようで、希望の時間にミーティングスペースが空いていることも多いようです。12名前後のミーティングであれば楽にでき、９時まで使用できます。各リーグのミーティングやマネージャーミーティング、パンフレットの受け渡し場所としても利用できます。
亀　井：そんなに安いのであれば問題ないと思う。
中　塚：反対意見がなければ実際そこを利用する方向で進みていいと思いますが、いかがでしょうか？
⇒承認

提案３「ＤＵＯリーグカレンダーの廃止」

佐　藤：前回の会議で会計面のお話しをしましたが、カレンダーの作成は、製作費としても結構な金額で、作業面としても大変なところもあります。試合のスケジュールはホームページでも確認していただけると思います。絶対できるとはまだ言えませんが、今後スキンプロジェクトで溜まった資金でピンバッチをプレゼントということもできればと思っています。理念として、ＤＵＯリーグのマークを身に付けることでＤＵＯリーガーとしての自覚を促していければとも思っています。
佐　藤（筑波大附）：バッチだったらバックとかにつけてみようと思います。
亀　井：自分のところもあまり生徒がカレンダーを欲しがらないんですよね。個人的な意見としてはピンバッチの方がいいなと思います。

玉　生：私は、カレンダーはあった方がいいと思います。生徒に配ると教室に貼るのでカレンダーを目にした他の部活の子や先生から「ＤＵＯリーグすごいですね」と言われるので、ＤＵＯリーグを周知していくという面では良い媒体だなと思っています。
中　塚：これを作った時には地域活動推進部で活用してもらえればという考えもありました。これについては今年度末までに決定すればいいので、継続審議とします。意見がありましたらください。
Ⅱ．2010年度前期（第29回）ＤＵＯリーグについて
１．経過・結果報告
１）Ｅリーグ
◆7/17（土）Eリーグ参入戦について
	2010.7.18. (件名なし)　葛飾総合高校　石塚です。（Ｅリーグ実行委員長）
この度、Ｅリーグ参入戦の件では、大変ご迷惑をおかけしました。 
事実経過ですが以下の通りです。 
Ｅリーグ参入戦の件を、Ｅリーグ参加チーム及びリバーサイド実行委員に６月２１日（月）にメールで案内とお願いを致しました。Ｅリーグの参入戦の運営は、Ｅリーグの競技担当（関東第一）と審判担当（城東）がおこなう事になっており、また会場提供に関してはリバーサイド実行委員と連絡を取り合う事になっています。しかし、関東第一高校には伝わらず、また実行委員会側から参入戦の件に関して、直接、関東第一高校と連絡をしてませんでした。当日になり、関東第一高校の江口先生に参入戦の件を確認するために電話をしたところ、参入戦が本日(7/17)あることを知りませんでした。
今回の件でＤＵＯリーグ、Ｅリーグの皆様には大変ご迷惑をおかけし、また豊島学院高校の顧問、選手には大変失礼なことをいたしました。
大変申し訳ありませんでした。今回の件に関して深く反省し謝罪いたします。
Ｅリーグ実行委員長及びリバーサイドユースリーグ実行委員一同


中　塚：Ｅリーグの参入戦について私の耳に入った範囲で報告します。豊島学院がＤＵＯの代表として参入戦に行ったけど、対戦相手の関東一高がいなかったということで、豊島学院が紅白戦をやって帰ってきたという報告を受けました。ちょうどリバーサイドリーグの会議をやっていたので、リバーサイドのチュアマンに連絡したところうっかりミスだったということなので、そのうっかりミスの内容を文章にして送ってもらいました。（上掲）
これは我々にもありそうな話で要するにメールを見てなかったという話ですね。試合は不戦勝ですので、豊島学院がＥリーグに昇格します。我々も同様のミスがないように気をつけていきましょう。
岩　野：今回試合が成立したので何も報告していないのですが、７月11日にうちでやった豊島対城東のＥリーグの試合で時間確認ミスがありました。１時キックオフの試合だったんですが、12時半になっても豊島が来なかったので電話したところ３時キックオフだと勘違いされていました。はじめのリーグ会議では３時キックオフで決まったのでそれを携帯のスケジュールに入れていてその後の変更を反映していなかったようです。江口先生が動いてくださり、１時３～４分の時点で10名集まったので、10人対11人で試合を開始しようとしたら、城東の抱山先生から、１時の時点ではメンバー用紙も提出されず試合を行うことができる状態ではなかったので試合は成立するのかという指摘がありました。最終的には、試合を行って豊島が勝ったんですが、試合を行うという判断で良かったのでしょうか。
中　塚：まずは、ホウレンソウ（報告・連絡・相談）を徹底しましょう。たぶん地区トップリーグやＴリーグでこれと同じことがあったら没収試合になりますよね。
岩野：Ｔリーグだとまず１時間前にマネージャーミーティングがあります。ＤＵＯだとマネージャーミーティングもないですし、メンバー表提出の時間も決まっていないので今回は試合成立としたのですが。

玉　生：地区トップリーグでも１時間前にマネージャーミーティングを行っているのですが、ルーズなところがあって「Ｔリーグに上がったらそれでは通用しない」ということを徹底しているところです。だから、今回のケースでもそれくらいの大らかさは残っててほしいと思います。」
中　塚：ＤＵＯリーグ、地区トップリーグくらいまではある程度大らかさを持って、だけどそれに甘えることなくやっていきましょう。今回の判断は試合成立で良かったと思います。そもそも、このようなことがないようにしていきましょう。」
玉　生：ＤＵＯリーグについては全て消化し、資料にある順位に決まったということでよろしいでしょうか。この結果を受けて、本日２部のチャンピオンシップを行いました。今期の運営に関して各リーグから何か報告があればお願いします。」

◆2部チャンピオンシップ…40分三つ巴戦（20分でｴﾝﾄﾞ交替）

1位：都向丘、　2位：都文京A、　3位：都江北B

☆7月18日（日）＜筑波大学附属高校Ｇ＞
第1試合　都江北B　０－１（0-1,0-0）　都文京A

9：30／大河内道広・都向丘教諭／安彦友裕・小泉研介（都向丘2年）

　　　　得点者…都文京A：蒔田政明

第2試合　都向丘　１－０（1-0,0-0）　都文京A

10：30／玉山哲史朗・都江北教諭／坂本陸宮（都江北1年）・宮川禎貴（都江北2年）

　　　　得点者…都向丘：吉原俊行

第3試合　都江北B　０－１（0-1,0-0）　都向丘

11：30／梶山嘉則・都文京教諭／納富？雄・本間更（都文京1年）

　　　　得点者…都向丘：隈元正彦

２）１部リーグ（井上）

責任者代理・玉生：井上先生がお休みなので玉生が代理でご報告します。全ての試合が消化できたのでその点に関しては良かったと思うのですが、最後に連戦になったゲームがありました。その原因として５月の支部予選の後に１節設けてやるということになっていたのですが、豊島学院が都大会に進出したということでコンディション調整のためか足立学園対豊島学院のゲームを延期したということがありました。はじめに試合を組んだ段階から高体連のスケジュールを考慮しての日程であり大会とリーグ戦が重なったケースではないので、この延期については問題であったのではないかと感じます。

早　川：この度は関係チームの方々にご迷惑をおかけして本当に申し訳ありません。リーグ戦に対して安易に考えてしまった。リーグ戦の１週間後に都大会があり、ケガ人も多かったというチームの事情を勝手に優先し、リーグ運営にご迷惑をおかけしました。今後は同じようなことがないように責任を持って行っていきたいと思います。
玉　生：今後は特別な事情がない限り、当初のリーグ日程を守ってやってもらいたいと思います。

記録集計・早川：記録集計の小島先生ですが、慣れない仕事であったためはじめ更新が遅れてしまいました。申し訳ありませんでした。

３）２部リーグ

◆Ｄリーグ（小金丸）
責任者・小金丸：無事全試合消化できて良かったと思っております。退場者の件について規律部の早川先生お願いします。
規律部・早川：試合当日に井上先生から電話があり、郁文館高校の生徒が１発退場になったとの報告をいただきました。その後、主審を務めていた立教池袋の加藤コーチにも連絡を取りまして、審判報告書の形で報告いただきました。試合中の暴言ですのでは高体連の規定に習って２試合の出場停止といたします。既に１試合出場していませんので、あともう１試合出場停止となります。
中　塚：今サッカー協会の「懲罰基準の運用に関する細則」を見ているのですが、攻撃的な侮辱的なあるいは下品な発言や身振りをするというものですね。これには２種類あって、他の競技者その他の競技に立ち合っている人々に対する侮辱は最低１試合、主審および副審に対する侮辱または公然の名誉棄損の行為が最低２試合。今回は主審に対してですので、サッカー協会の規定でも２試合ですね。

小金丸：既に京華対郁文館Ｂの試合にその生徒は出ていなかったので、後期に１試合出場停止を持ちこすということですね。

◆Ｕリーグ（武藤）
責任者・武藤：試合としては全て消化したような形ですが、延期になっていた文中選対駒込Ｂの試合がなかなか組めず、７月１５日（木）にグラウンドが取れたのでそこでやることになりました。しかし、文中選の選手が直前になって集まらないという事態になりまして駒込Ｂの不戦勝という形になりました。メーリングリストでは、誤報を流してしまい申し訳ありませんでした。Ｕリーグ責任者という立場にいながらこのような迷惑をかけてしまったことに対して深くお詫びいたします。
会計・梶山：試合が不成立になった場合の時の会場費や審判費はどのようにしたらよろしいでしょうか。会場については試合のために押さえているので、会場主催数にはカウントし、審判は行わなかったのでそちらはカウントしないということでよろしいでしょうか。ここがはっきりしましたらＵリーグの会計資料については訂正版を作成します。
中　塚：会場費についてはカウントします。審判費についても、その試合のために行く人がいたら交通費として支払ってあげないといけませんよね。
武　藤：今回は、駒込Ｂの生徒が練習試合として審判をやってくれました。

中　塚：練習試合でもやってくれたならそれはカウントしてはどうですか。

梶　山：他の学校に審判に行く場合は、不戦勝であっても不戦勝の判定をするわけですからカウントするべきだと思います。ただ、当該校で審判を出す場合はどうしますか？
岩　野：今回のＥリーグ参入戦でも城東の生徒が審判に来てくれたのですがどうしますか。

中　塚：今回はリバーサイドホームなので、リバーサイドで会場と審判を用意して、各チームから2,000円ずつ運営することになっていたんですね。意見はありますか。
岩　野：Ｔリーグの場合、審判は協会からの派遣ですが、不成立の場合には審判費は支払われません。私は、不成立の場合でも支払った方がいいと思うのですが。
玉　生：高体連の場合は、支払っています。

中　塚：第３者が審判として来る場合は払わないといけないですよね。

玉　生：交通費と手当という区別があるのであれば、最低交通費は支払うべきだと思います。
中　塚：今回の文中選対駒込のケースに限定して言えば、第３者ではなく当該チームなので審判費については対象外ですね。会場費については不成立でも支払うということでどうでしょうか。
梶　山：確認ですが、互いにの場合だったら試合不成立の場合審判費は出さない。第３者が来ている場合には払うということで今後はよろしいでしょうか。同クラブで別チームの場合は第３者として考えますか。
岩　野：例えば、本郷Ａチームの試合を本郷Ｂチームの生徒が務める場合、本郷Ｂチームの生徒には審判費は支払いますか。
中　塚：審判についてはクラブで割り当てているので、今のような問題は出てこないのではないでしょうか。第３者のクラブが審判をやった場合と考えてください。細かくはチュアマン預かりでよろしいですか。
◆Ｏリーグ（永井）
責任者代理・岸：永井先生からお預かりした文章を読みます。日程組の段階でグラウンド確保ができず、組めない試合があった。グラウンドがあるクラブに会場を頼らざるを得なかった。連絡を取り合いなんとか消化することができた。前期は、５月にインターハイ予選、６、７月に定期試験などがあり、梅雨の時期に入りリーグ運営が大変ではあったが無事に終えることができた。
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＜参考：2010年度前期各リーグ役割分担＞
２．各賞選出
Ｅリーグ優勝：都豊島（６勝１分）
１部リーグ優勝：学習院高等科（７勝）
１部ＭＶＰ：藤井悠也（学習院）

玉　生：学習院キャプテンの藤井悠也でお願いします。１部リーグで優勝し得点王も取って、さらにＭＶＰも取るのかというのもあるのですが、他にＭＶＰに値する者もいませんので。
藤　井：こんなすばらしい賞を２つもいただけてうれしいです。

１部得点王：藤井悠也（学習院）１３点

２部リーグ優勝：都向丘（５勝）

２部リーグＭＶＰ：稲垣賢一（向丘）
２部リーグ得点王：Ｄリーグ　池田秀平（都江北Ｂ）９点

　　　　　　　　　Ｕリーグ　吉原俊行（都向丘）１０点

　　　　　　　　　Ｏリーグ　安田邑太（ＦＣ西巣鴨０３）１０点

優勝審判賞：飯田耕吉（立教池袋２年）　主審３試合　平均評価４．０
橋　本：（優秀審判賞にてついて）がんばってやってくれたので、あげていいと思います

Ⅲ．2010年度後期（第30回）ＤＵＯリーグについて

○１部リーグ構成チーム

・Ｅリーグ８位の本郷がＤＵＯ１部降格だが、１部不参加を希望
　よって、１部リーグ７位の都足立も１部リーグ残留決定

・残留：都小石川、郁文館、足立学園、駒込、都足立

・２部リーグより昇格：都江北Ｂ、都向丘、都文京Ａ

・本郷高校岩野先生より、ＤＵＯリーグの参加費・加盟費についての質問あり。

　　　⇒スタッフ会議（理事会）にて見直し

○２部リーグの編成

・１部リーグより降格：筑波大附
・２部リーグ参加チーム数を７月２５日（火）までにメーリングリストにて申告（取りまとめ：岸）

○各リーグの役割分担と会議日程の決定

①リーグ日程の確認…8月末～12月23日（この日がDUO会議）

②第1回リーグ会議の日程決定
　　　１部リーグ…８月１０日（火）１７：００～　文京高校

２部リーグ…８月１８日（水）１７：００～　筑波大附属高校

Ⅳ．各部門より

１．事業部門（玉生）

１）競技部（各リーグ責任者）
特になし
２）審判部（◎城西・都文京・巣鴨）
（参照）2009年3月14日実施「2010年度審判講習会会計報告」
３）技術部（◎郁文館・都豊島・都小石川）

永　井：本日、交流会を実施しました。８クラブ５５名が参加してくれました。当初は、所属リーグのチームを作って対戦することを考えていましたが、リーグごとの参加者数に偏りがあったため、ランダムに４チームを作って試合を行いました。今後は各リーグの役割分担に技術部を設け、各リーグで交流会の誘い合いと参加者の取りまとめを行っていただければと考えております。
中　塚：2010年度後期より各リーグの役割分担に技術部を設けてください。技術部に限らず、交流会等のイベントを行う際には早めにアナウンスし、途中経過を流してください。
２．管理部門（神宮司）

１）経理部（◎豊南・都向丘・足立学園）

・参加費、加盟費等をまだ払っていないクラブは大至急お支払いください。
２）広報部（◎淑徳巣鴨・日大豊山）

・ＤＵＯリーグパンフレットのチーム原稿締め切り：８月２１日（土）
３）規律部（◎豊島学院・京華）

・退場後の出場停止などの懲罰は年度をまたいでも適用する。
・退場者が出た場合は、その日のうちに主審（もしくは審判該当クラブ責任者、主催クラブ責任者）から規律部に電話を入れ、審判報告書を提出してください。
・審判報告書のフォーマットはパンフレットに掲載するものをコピーして使用してください。
３．企画部門（丸山）

１）地域活動推進部

・文京区（◎昭和一・駒込・都竹早）
名波氏を招いて、少年少女サッカーフェスティバルを実施。
・豊島区（◎立教池袋・FC西巣鴨03）

7月１０日に事務局長の岸が豊島区のイベントで南アフリカワールドカップ観戦報告とアパルトヘイトについての話をした。

議事録作成：岸卓巨

確認：中塚義実
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